
施 工 説 明 書

施工前のお願い
・取付工事は、本説明書に従い、安全作業で行って下さい。

・施工前に必ず右記の部品が全て揃っているか確認して下さい。

　（梱包部材は片開き用で１梱包となります）

・本説明書は片開きを例に記載しています。

・両開きの場合も本説明書に準じて施工願います。

 【注 意】　

 ※ヒンジ取付部は裏板補強のある場所に確実に固定して下さい。

　  (スチール・ステンレス部材の場合：枠板厚込み３.５ｍｍ以上）

 ※木枠の場合は厚み３５ｍｍ以上

vol.１

SWING DOOR スイングドア

梱包形態 同 梱 部 品 （名称）

梱包 １

(片開き用)　

①　ドアASSY

②　上部ヒンジ （枠側上部金具)

※Ｎｏ.１０G (SCG,SCGR,FCG用）、　左記以外はＮｏ.１０Ｐ　

③　下部ヒンジ （枠側下部金具　Ｎｏ．２０）

④　ヒンジ固定用ビス　　下図参照

⑤　上部ヒンジ/ドア固定用ビス　Ｍ８×２０、Ｍ８ナイロンナット

⑥　下部ヒンジ床面固定用カールＰＣプラグ　PC-８-３５

⑦　ヒンジカバー（樹脂製）※オプションでアルミ製,SUS製有り

⑧  施工説明書・取扱説明書
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枠が鋼製枠の場合と木枠の場合でビスセットの内容が違います。※発注時選択となります

鋼製枠の場合

木枠の場合

上部ヒンジ固定ビス 下部ヒンジ固定ビス

SUS 皿タッピング６×３０-６本SUS 皿タッピング６×３０-６本

SUS 皿タッピング６×３０-２本
SUS 皿Ｍ６×１５　　６本

SUS 皿Ｍ６×１５　　４本

ＭＯＤＥＬ 【SCP-3,5】SCPR-3【SCG-1,3】 SCGR-3【FCG-1,3】 AL-3,ED-3,FR-3,VP-3,PP-3

※１ 上部 / 下部ヒンジ

　　　標準７０幅 他に５０幅有り

②
７０

※１

枠

カールＰＣプラグ

ＰＣ-８-３５ （青）

※下穴φ８フカサ３５

鋼製枠の場合の固定ビス

SUS 皿Ｍ６×１５

木枠の場合の固定ビス

SUS 皿タッピング ６×３０

鋼製枠 / 木枠共通
床面側固定ビス SUS 皿タッピング ６×３０

鋼製枠の場合

Ｍ６タップ加工要

　　（別途）

※ドアに型番 ・ 製造番号シールが

　 貼ってある方が裏面となります

上部 / 下部ヒンジ取付部

裏板補強

枠板厚込み３.５ｍｍ以上

木枠の場合

３５ｍｍ以上

左図は型番 SCG,SCGR,FCG タイプの

ドアと枠側上部ヒンジガスケット付にて

表記してあります。

ドア厚

　２１

　２２

　２１

　２２

　３８

　２１

　２２

　２２

　２１

　２１

アルミ枠

アルミ枠

アルミ枠

アルミ枠

 ゴム枠

アルミ枠

アルミ枠

 ゴム枠

 ゴム枠

 ゴム枠

　無し

　無し

四方有り

四方有り

四方有り

　無し

　無し

　無し

　無し

　無し

型　番

ＳＣＰ

ＳＣＰＲ

ＳＣＧ

ＳＣＧＲ

ＦＣＧ

ＡＬ-３

ＥＤ-３

ＦＲ-３

ＶＰ-３

ＰＰ-３

　備　考 ( 特徴）

芯材 = ランバーコア

芯材 = テクセル

面材 ALL アルミ

MDF 芯材 +PET 樹脂

面材 FRP 製

面材 カラ―鋼板

面材 メラミン化粧板

ドア側
ガスケット

芯材 = テクセル

二重窓

⑦

③

※ドアオプション

　　スプリングバンパー

　　バンパーストリップ (C,D,H)

　　ベースプレート

　　ハンドプレート

　　ワンウエイストッパー

　　窓形状、 窓材質　等

ドア側ガスケット

ヒンジカバー取付用ビス
丸皿小ネジＭ４×８

ヒンジカバー色

面材が SUS １枚物はダークグレー色

※SCP-３,SCPR-３,SCG-３,SCGR-３,FCG-３

上記以外の型番はライトグレー色

鋼製枠の場合の固定ビス
SUS 皿Ｍ６×１５

ドア側下部ズリパッキン

①

④ ⑤

⑥

上部ヒンジガスケット付

上部ヒンジガスケット付

上部ヒンジガスケット付

窓枠材質
 （標準）

201606　SCG 窓枠材質表記　標準ゴム枠⇒標準ｱﾙﾐ枠に訂正　ｖｏｌ.Ｎｏに変更無し ※201804 ～　ＵＲＬ変更



Ｗ（枠内開口）±２mm以内

Ｗ（枠内開口）±２mm以内

タテ枠のヒンジ取付部分には

裏板補強（枠込 t =３.５mm以上）を施して下さい。

取付け枠の精度基準（タテ枠は埋め込みを基準として下さい。)

スイングドアを取り付ける前に枠の精度が下記の基準内寸法であることを確認して下さい。

タテ枠は埋め込みを基準として下さい。
タテ枠は見込７０ｍｍ以上でヒンジ取付位置には必ず裏板補強（W=65mm、L=200mm以上、厚み枠込t=３.５mm以上）を施して下さい。
※木枠の場合は枠の厚み３５ｍｍ以上を確保して下さい。

Ｗ（枠内開口）の確認

上下２ヶ所で確認して下さい。

※精度基準及び施工基準が守られない場合、異音発生や製品寿命が短くなるなどの不具合が発生します。

施工基準

※タテ枠が埋め込み無しの場合の枠補強方法（下記のいずれかの方法でタテ枠補強を施して下さい）
※床面にアンカー施工ができない場合はＦＬに近い側で下地枠と切り板溶接して下さい。

※スイングドア取付用の枠は別途手配となります

▽FL

タテ枠は埋め込み
 　 （フカサ１５）

施工例１ 施工例２
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※スイングドア取付用の枠は別途手配となります
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ヒンジ用裏板補強必要部(枠取付工事)
枠共t=３.５mm以上　W=６５以上,　Ｌ=２００以上

ヒンジ用裏板補強必要部(枠取付工事)
枠共t=３.５mm以上　W=６５以上,　Ｌ=２００以上

ヒンジ用裏板補強必要部(枠取付工事)
枠共t=３.５mm以上　W=６５以上,　Ｌ=２００以上

７
０７
０

上部ヒンジ

下部ヒンジ

ヒンジ用裏板補強必要部(枠取付工事)
枠共t=３.５mm以上　W=６５以上,　Ｌ=２００以上

２
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▽FL

溶接アンカー等

※ＬＧＳへの直接スタッド固定等は行わないで下さい。



３

70　 (※50)

1
0
0

2
0

8
0

50(※30)

40

7
0
 (
 ※

5
0
)

170

105

取付手順　 枠側ヒンジ取付用穴加工とヒンジの取付　

１）枠が鋼製枠の場合には上部ヒンジ、下部ヒンジ固定用のＭ６タップ穴加工を行って下さい。
　 　(上部ヒンジ側６ヶ所、下部ヒンジ側４ヶ所）　※裏板補強は必ず必要となります。
   加工位置は下図参照願います。（ヒンジ幅 標準７０ｍｍ、オプションで幅５０ｍｍヒンジ有り）　
   ※枠に実際にヒンジをあてて位置出し確認を行って下さい。（下穴はφ５～φ５．１を使用して下さい）
   ※枠が木製枠の場合も　φ２～φ２.５程度のキリで下穴加工を行って下さい。
　　 （木枠の厚みは３５ｍｍ以上の事）
   下部ヒンジの床側の２カ所の固定箇所はカールＰＣプラグＰＣ-８-３５(青）にて固定して下さい。
  　  （下穴はφ８　フカサ３５）

上部ヒンジと下部ヒンジの
センターは必ず合わせて下さい。
　　　※±１ｍｍ以内

▽
上部ヒンジ
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※は５０幅ヒンジ

上部ヒンジと下部ヒンジ取付位置のセンターは必ず合わせて下さい。　
ズレている場合はドアの開閉等に支障が発生します。(±１ｍｍ以内)

２）下穴加工が終了しましたら付属のビス(皿 Ｍ６×１５)にて枠に上部ヒンジ、下部ヒンジ(ＦＬ側はカールＰＣプラグ）を取付けて下さい。

▽
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64 11(※65) ※10

下部ヒンジ
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カール PC プラグ
(PC-８-３５青）
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※枠側上部ヒンジ
SCG,SCGR,FCG タイプには
ガスケットがついています。

※５０幅ヒンジ



取付手順　ドアの吊り込み

　３） ドアを斜めに立たせた状態でドア下部を
  　　 下部ヒンジピンに差し込んで下さい。

　４） ドア上部側ヒンジを枠側上部ヒンジプレートの上に乗せて下さい。
（ドアを上にあげた状態のまま、 ドア側上部ヒンジを枠側上部ヒンジプレートの上に乗せて下さい）

　５） 付属のＭ８ボルトとＭ８ナイロンナットにて
　　　 連結固定して下さい。
　　　 （適用工具 ： 対辺１３ｍｍスパナ ×２）

下部ヒンジピン

フリーダイヤル

施工に関する問い合わせ先

ＳＣＰ_施１版１８０４

←←ドア側上部ヒンジ

←←枠側
上部ヒンジプレート

Ｍ８ボルト

Ｍ８ナイロンナット

ドア側下部

ズリパッキンが

ある機種の場合には

巻込まない様に注意して

下部ヒンジピンにドア下部

を差し込んで下さい

６) ドアの召し合わせ調整

　　このＭ８ボルトを緩めてドア位置を調整して固定して下さい。

　 

７） ヒンジカバーを丸皿小ねじＭ４×８
　　 にて取付けて下さい

【注】
ボルト、 ナットが
噛みこまないように
ゆっくりと締め込んで
下さい。

ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｕｎｉｆｌｏｗ.co.ｊｐ
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